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】会医科内市郡・区地属所【

会学科内浜横：区地1第

会医科内市崎川：区地2第

会医科内賀須横：区地3第

会医科内葉逗

会医科内会師医市倉鎌

会医科内市沢藤：区地4第

会医科内会師医崎ヶ茅

会部科内会師医市塚平

会医科内会師医郡中

会医科内原田小

会医科内上柄足

会医科内会師医原勢伊野秦

会医科内市原模相：区地5第

会医科内会師医市和大

会医科内会師医瀬綾間座

会医科内名老海

会医科内木厚

】はにるす会入【

いだたい会入ごに会医科内市郡、に時同と会学医科内県

形くだたい出提ごを届会入らか市郡、は会入のへ県、りおて

。すまりなに

記下（。いさだく絡連ごにてあ局務事会学医科内県はずま

。すましたい内案ごを口窓の会医科内市郡の属所ご）照参

会入へ科内市郡、いがたしに法方会入の会医科内市郡各

。すましたいい願おうよすまきだたいてしをき続手の

】ていつに費会【

間年は員会人個、は費会会学医科内県川奈神 000,8
間年は員会院病、円 000,03 間年は員会Ⅰ学大、円

000,08 は員会Ⅱ学大、円 000,05 は員会賛協、円

000,001 。すで円

】法方会入【

すまりあが）書込申会入（紙用の定所に局務事会学

ドーロンウダりよ記下はたま。すまし付送に者望希、での

すまきで 。

evihcra/gro.demawaganak//:ptth
fdp.mrof_noitacilppa/

】先絡連【

〒 7300-132 町見士富区中市浜横 1-3

館会療医合総県川奈神 F3

会学医科内県川奈神内会師医県川奈神

話電（ 0007-142-540 4641-142-540xaF ）



】つさいあ長会会学医科内県川奈神【

成平 32 年 5 月 41 第日 2 会の目期

公人主が員会。たしまれさ任選に長

調床臨、演講つ立役に療診常日、の

内るあ力魅にらさるす進推を究研、査

尽に展発の会当、し指目を会学医科

。すまえ考といたきいてし力

いでん組り取に寧丁を動活の期今に軸を容内の下以

おらか心を力協、加参るならさの位各員会。すで存所く

。すまげ上し申い願

調床臨と動活報広・践実・習学の療医、学医床臨）１（

進推の究研・査

活同協のと政行･民市・者患るすと軸を益公・会社）２（

進推の動

に目の性向方双・益双のと会医科内市郡・区地と県）３（

進推の動活担分・携連るえ見

進推の動活言提・習学のへ度制・険保療医）４（

）５（ TI 進推の能機動活報広・信発報情るす拓開を代時

一佳中長会会学医科内県川奈神

神奈川県内科医学会とは

】長会副【

会部Ⅱ術学：当担）市浜横（昭政川宮

会部益公会社：当担）市崎川（裕鳥羽

（一裕田沼 市賀須横 会部報広・報情：当担）

会部Ⅰ術学：当担）市塚平（令光原梶

（章晴本山 市原模相 会部度制・険保、会部務総：当担）

（司敦木髙 学大海東 会部Ⅱ術学、会部Ⅰ術学：当担）

】要概・革沿【

和昭は会本 24 （年 7691 ）年 2 月 91 神、れさ設創に日

の大最の会学医川奈神るあで織組の内会師医県川奈

。すまいてし有を史歴のてしと会科分

し指目を療医的人全、が師医う行を療診科内で内県

の会社の歩月進日。すで場るめ深を帯連・携連の互相

た得らか療診のろご日、め深を鑽研のら自は員会で中

てせわ合を力と員会の他にもととるす有共・表発を見知

護介・療医・健保の県川奈神。すまし献貢に会社域地

。すで体団るす動活てし指目を上向ルベレの

】制体織組【

会部務総 当担体団他・計会・務庶・画企―

当担会集本基会学医―会部Ⅰ術学

当担掌分会員委業事―会部Ⅱ術学

会部益公・会社 会員委業事新、当担掌分会員委業事―

当担設開

会部報広・報情 TI、）回1年（報会、）回2年（スーュニ―

当担

会部度制・険保 当担度制療医・療診険保―

】動活術学【

―会集本基会学医―

）月5（演講術学・会総時定

）月9（座講修研学医床臨

）月11（会大術学季秋

）月1（会大術学年新

）月2（会談集

―会員委業事―

会員委策対病尿糖・

会医科眼県川奈神②、析解次２の査調態実害障経神病尿糖①

、会演講携連科眼、及普の書供提報情療診てしと業事携連のと

考を症腎性病尿糖③、催開会演講るす関に症併合眼け向民県

さやの常異泌分内「⑤会演講病尿糖け向民県④、催開の会るえ

どな催開の」会話談たか診いし

会員委策対炎肝川奈神・

の」てし指目を滅撲んが肝－会の携連診病るえ考を病臓肝「①

療医るす関に法療バリ・グぺるす対に炎肝型Ｃ②、催開の会例

イゼーアテロプ剤制抑殖増スルイウ炎肝型Ｃ③、会演講け向者

どな催開会演講るす関にータビヒン

会員委策対症知認・

るす関に療診症知認②、催開の会の川奈神るえ考を症知認①

どな成作の集説解語用症知認③、施実の査調トーケンア

会員委策対患疾腎・圧血高川奈神・

調態実の者患DKC下県②査調態実の療治者患圧血高下県①

と院病幹基域地、トーポサ療診圧血高のめたの家医地実③、査

高④、動活発啓のていつに圧血高のへ民県、携連のと医業開

取摂分塩と薬圧降、圧血間夜時眠睡、ルベレ圧降適至の者齢

どな究研のていつにどな況状ルーロトンコ別種薬圧降、量

会員委策対患疾器吸呼・

川奈神②、催開会演講るす関に」トクェジロプロゼ状症息喘「①

講育教のどな座講開公民市③、成作の）称仮（プッマ息喘下県

どな催開会演

会員委進推煙分・煙禁川奈神・

の」療医煙禁ムマニミるきでらか日今「物書るす関に療医煙禁①

作ＤＶＤ践実のめたの導指煙禁、成作版トンイポーワパ、版販市

応の法療動行知認・法接面け付機動るけおに来外煙禁②、成

トーパスキエたし係関に策対こばた③、催開会習講るす関に用

制の例条煙禁設施的共公県川奈神、催開会習講のめたの成養

どな導指煙禁の民県の後行施・定

会員委策対題問クッリネェジ・

のと会師剤薬・会師医科歯・会協護看②、及普識知のへ員会①

演講るす関にクッリネェジのへ民県③、有共の題問クッリネェジ

、集収報情の品薬医クッリネェジるきで用使てし心安④、催開会

どな働協の題問クッリネェジのと会医科内床臨本日


